
紹

介
森
本
芳
樹
編

『
西
欧
中
世
に
お
け
る

都
市
と
農
村
』

本
書
は
、
西
欧
中
世
の
都
市
・
農
村
関
係
に
関

す
る
共
同
研
究
を
続
け
て
き
た
森
本
芳
樹
氏
を
中

心
と
す
る
若
手
研
究
者
グ
ル
ー
プ
が
、
こ
の
テ
ー

マ
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
研
究
論
文

を
翻
訳
、
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
既
に
雑
誌
論

文
に
お
い
て
個
別
的
に
独
、
仏
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お

け
る
研
究
動
向
の
丹
念
な
紹
介
を
お
こ
な
い
、
さ

ら
に
各
人
の
個
別
実
証
研
究
を
論
文
集
と
し
て
公

に
す
る
こ
と
を
予
告
し
て
い
る
こ
の
グ
ル
ー
プ
の

精
力
的
な
活
動
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
本
書
に
収

め
ら
れ
た
各
論
文
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

I

G

・
デ
ュ
ビ
ィ
（
宮
松
訳
）
「
フ
ラ
ン
ス
史

に
お
け
る
都
市
的
な
も
の
と
農
村
的
な
も
の
」
は
、

国
広
件
。
－
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の
序
論
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
代
都
市
の

危
機
を
ふ
ま
え
た
、
簡
潔
な
フ
ラ
ン
ス
都
市
文
明

論
を
な
し
て
い
る
。
デ
ュ
ピ
ィ
に
よ
れ
ば
、
古
代

以
来
常
に
、
農
村
か
ら
の
人
口
と
財
貨
の
流
入
を

も
た
ら
す
政
治
的
、
軍
事
的
、
宗
教
的
諸
力
こ
そ
、

都
市
の
成
立
、
発
展
の
要
因
で
あ
っ
た
。
七

0
年

代
よ
り
中
世
社
会
経
済
史
に
関
す
る
新
し
い
視
点

を
我
物
と
し
た
デ
ュ
ビ
ィ
の
こ
の
論
文
は
、
本
書

の
た
め
に
も
刺
激
的
序
論
の
役
割
を
十
分
に
果
し

て
い
る
と
い
え
る
。

E

M

・
ミ
ッ
テ
ラ
ウ
ア
l
（
藤
田
・
森
本
訳
）

「
古
代
都
市
か
ら
中
世
都
市
へ
」
は
、
「
農
村
的
周

辺
地
に
対
す
る
一
定
の
中
心
機
能
を
備
え
た
定
住

地
」
と
い
う
、
ゆ
る
や
か
な
機
能
的
都
市
概
念
を

用
い
て
、
ヶ
ル
ト
人
の
オ
ピ
ド
ゥ
ム
、
ロ
1
7
時

代
の
キ
ヴ
ィ
タ
ス
か
ら
中
世
盛
期
の
都
市
ま
で
の

そ
の
連
続
性
を
強
調
す
る
。
本
論
文
で
一
示
さ
れ
た
、

一
一
世
紀
ま
で
「
ブ
ル
ク
」
は
、
支
配
者
の
防
備

施
設
と
都
市
的
、
市
場
的
機
能
を
結
合
さ
せ
た
集

落
を
意
味
し
、
二
一
世
紀
の
う
ち
に
両
要
素
と
そ

の
表
現
が
分
化
す
る
と
い
う
シ
ュ
レ
ジ
シ
ガ
l
説

を
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
敷
一
約
し
た
所
論
は
、
ミ
ッ

テ
ラ
ウ
ア
l
の
別
稿
出
。
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8
に
お
い
て
精
紋
な
展
開
を
み
る
こ
と
に
な

マ
Q

。E

G

・
デ
ス
ピ
ィ
（
平
嶋
・
森
本
訳
）
「
九
｜

一
O
世
紀
の
都
市
と
農
村
」
は
、
九

l
一
O
世
紀

の
ム

l
ズ
地
域
で
の
都
市
発
展
の
要
因
を
ム
l
ズ

河
航
行
に
よ
る
フ
リ
l
セ
ン
人
の
遠
隔
地
商
業
の

中
に
求
め
る
ピ
レ
ン
ヌ
、
ル
ソ
l
以
来
の
見
解
に

対
し
、
む
し
ろ
そ
の
農
村
的
後
背
地
の
経
済
的
発

展
と
、
農
村
市
場
の
形
成
に
み
ら
れ
る
地
域
的
商

品
流
通
の
展
開
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
き

わ
め
て
正
当
な
立
論
を
、
プ
リ
ュ
ム
修
道
院
の
所

領
明
細
帳
を
用
い
て
実
証
し
得
た
点
に
本
論
文
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
農
村
所
領
史
研
究
の
成
果
が

都
市
史
の
新
し
い
解
釈
を
生
み
出
す
。
い
わ
ば
西

欧
中
位
都
市
・
農
村
関
係
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
そ

の
ま
ま
研
究
領
域
に
反
映
さ
せ
た
如
き
デ
ス
ピ
ィ

論
文
は
、
こ
の
意
味
で
戦
後
ベ
ル
ギ
ー
学
界
を
代

表
す
る
成
果
の
ひ
と
つ
と
い
っ
て
よ
い
。

N

J

・
シ
ュ
ネ
l
デ
ル
（
山
田
訳
）
「
フ
ラ
ン

ス
王
国
に
お
け
る
フ
ラ
ン
シ
l
ズ
文
書
の
起
源
」

は
、
フ
ラ
ン
シ
l
ズ
文
書
を
「
君
侯
や
領
主
が
発

給
し
、
一
つ
の
定
住
地
な
い
し
は
定
住
地
群
の
住

民
に
特
別
な
資
格
を
認
め
る
こ
と
を
規
定
し
た
文

書
」
と
定
義
し
、
コ
ミ
ュ

l
γ
文
書
、
コ
ン
シ
ュ

ラ
文
書
と
の
共
通
の
性
格
を
確
認
し
た
う
え
で
、

一
一
世
紀
ま
で
は
主
と
し
て
ブ
I
ル
、
ヴ
ィ
ル
・

ヌ
l
ヴ
、
ソ
l
ヴ
テ
な
ど
の
農
村
的
集
落
に
お
い

て
フ
ラ
ン
シ
1
ズ
が
知
ら
れ
る
こ
と
、
一
二
世
紀

以
降
コ
ミ
ュ

l
ン
運
動
が
最
初
の
停
滞
期
に
入
っ

た
後
、
新
た
に
都
市
か
ら
農
村
へ
と
フ
ラ
ン
シ
l
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介

ズ
文
書
が
普
及
し
た
こ
と
を
、
王
国
内
の
地
域
ご

と
の
多
様
性
を
ふ
ま
え
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

同
文
書
の
有
無
を
も
含
め
た
、
こ
の
よ
う
な
「
解

放
」
の
実
態
の
地
域
差
は
、
各
地
域
の
領
主
制
的

構
造
と
深
く
か
か
わ
る
。
こ
の
か
か
わ
り
に
お
い

て
こ
そ
、
都
市
と
農
村
の
「
自
由
」
は
共
通
の
考

察
枠
組
に
入
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

v
R
・
キ
l
ス
リ
ン
グ
（
田
北
訳
）
「
中
世
後

期
に
お
け
る
都
市

1
農
村
関
係
」
は
、
こ
の
テ
ー

マ
に
関
す
る
、
都
市
の
領
域
形
成
、
人
口
移
動
、

多
様
な
経
済
関
係
、
教
会
・
修
道
院
、
学
校
、
行

政
な
ど
の
広
範
な
論
点
を
網
羅
し
た
一
九
七
六
年

ま
で
の
ド
イ
ツ
の
研
究
動
向
の
批
判
的
紹
介
で
あ

る
。
こ
の
中
で
と
く
に
、
都
市
の
中
心
地
機
能
に

関
す
る
近
業
の
入
念
な
検
討
と
、
そ
こ
で
示
さ
れ

た
、
都
市
地
理
学
、
社
会
地
理
学
の
方
法
の
中
世

史
へ
の
無
媒
介
な
使
用
に
対
す
る
批
判
（
中
世
に

お
け
る
経
済
外
的

1
領
主
制
的
、
行
政
的
構
造
の

規
定
的
作
用
）
、
そ
し
て
、
都
市
と
市
民
の
農
村

に
お
け
る
土
地
所
有
の
中
に
社
会
的
、
領
主
制
的
、

経
済
的
諸
局
面
を
結
合
さ
せ
る
都
市
・
農
村
関
係

の
核
心
が
あ
る
、
と
の
指
摘
は
印
象
的
で
あ
る
。

す
ぐ
れ
た
研
究
史
整
理
は
お
の
ず
と
、
今
後
の
研

究
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

W

H

H

・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ

l
（
藤
井
訳
）

紹

「
中
世
後
期
｜
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
末
期
ネ
l

デ
ル
ラ
ン
ト
の
工
業
成
長
」
は
、
一
七

l
一
入
世

紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
ト
工
業
化
の
要
因
を
、
都

市
工
業
の
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
と
も
な
う
、
輸

出
工
業
生
産
の
、
賃
金
の
低
い
農
村
へ
の
移
動
に

求
め
る
メ

γ
デ
ル
ス
、
ド
・
フ
リ
ー
ス
説
を
、
ネ

l
デ
ル
ラ
γ
ト
に
つ
い
て
批
判
的
に
検
討
し
、
低

廉
な
毛
織
物
生
産
は
既
に
中
世
後
期
に
都
市
か
ら

農
村
へ
移
動
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、
に
も
か
か
わ

ら
ず
そ
れ
は
都
市
工
業
の
衰
退
に
直
結
し
な
か
っ

た
こ
と
、
都
市
工
業
の
衰
退
は
む
し
ろ
、
消
費
・

噌
好
慣
習
の
変
化
ゃ
、
国
民
国
家
の
重
商
主
義
政

策
に
原
因
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

か
く
し
て
一
七
世
紀
以
降
、
都
市
・
農
村
関
係
は

近
代
国
家
と
い
う
強
力
な
包
括
的
枠
組
の
中
で
新

た
な
局
面
に
移
っ
て
ゆ
く
。

以
上
、
本
書
所
収
の
各
論
文
は
、
一
部
、
そ
の

選
択
に
疑
問
が
も
た
れ
る
も
の
の
、
各
々
の
園
の

代
表
的
研
究
者
の
、
都
市
・
農
村
関
係
に
関
す
る

必
読
文
献
で
あ
る
こ
と
に
相
違
な
い
。
西
欧
中
世

に
お
け
る
都
市
・
農
村
関
係
の
研
究
テ
l
マ
と
し

て
の
重
要
性
は
、
あ
ら
た
め
て
強
調
す
る
ま
で
も

な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
両
者
の
相
互
関
係
の
あ
り
か

た
こ
そ
、
西
欧
社
会
の
発
展
を
規
定
す
る
最
も
重

要
な
要
素
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
多

様
性
は
ま
た
地
域
社
会
構
造
の
差
異
を
生
み
出
し

て
き
た
の
で
あ
る
。
読
者
は
、
こ
の
テ
l
マ
に
関

し
て
独
、
仏
、
ベ
ル
ギ
ー
の
各
学
界
の
視
点
、
或

い
は
重
点
の
置
き
ど
こ
ろ
が
異
な
る
こ
と
に
容
易

に
気
づ
く
だ
ろ
う
（
編
者
の
あ
と
が
き
参
照
）
。

詳
論
の
余
裕
は
な
い
が
、
そ
れ
は
あ
る
程
度
各
地

域
の
都
市
・
農
村
関
係
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る

と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
学
界
に
お
い

て
領
主
制
的
視
点
が
強
い
と
の
編
者
の
指
摘
が
、

都
市
・
農
村
関
係
へ
の
領
主
権
力
に
よ
る
規
定
的

作
用
の
み
を
重
視
す
る
傾
向
を
意
味
す
る
と
す
れ

ば
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
現
実
に
は
領

主
制
の
展
開
自
体
も
、
各
地
域
の
都
市
・
農
村
関

係
の
あ
り
か
た
と
相
互
に
影
響
し
合
っ
て
お
り
、

従
っ
て
領
主
制
、
都
市
、
農
村
の
多
様
な
相
互
関

係
の
展
開
の
中
に
中
世
社
会
の
構
造
的
特
質
を
見

い
出
す
こ
と
が
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
、

評
者
は
本
書
を
通
じ
て
一
層
強
く
認
識
し
た
か
ら

で
あ
る
。

（
四
六
判
二
入
五
頁
一
九
人
七
年
一
月

九
州
大
学
出
版
会
三
二

O
O円）

（
服
部
良
久
富
山
大
学
人
文
学
部
助
教
授
）
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